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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間における業績は、主力事業である医薬品等ネットワーク事業が順調に推移したこと、

調剤薬局事業において既存店の処方箋枚数及び単価が順調に推移したこと並びに新規出店やＭ＆Ａにより取得した

店舗が業績寄与したこと等により、売上高は46,552百万円（前年同期比7.3％増）、営業利益1,271百万円（同131.5

％増）、経常利益1,272百万円（同134.6％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益363百万円（同447.2％増）と

なりました。

セグメントの業績を示すと次のとおりであります。なお、各セグメントの売上高は、セグメント間の内部売上高

を含んでおります。

①医薬品等ネットワーク事業

本事業に関しましては、新規加盟件数が順調に推移したことに伴い受発注手数料収入が増加したこと等により、

売上高は1,728百万円（前年同期比6.9％増）、営業利益934百万円（同11.4％増）となりました。

なお、平成29年９月30日現在の医薬品ネットワーク加盟件数は、調剤薬局1,974店舗、38病・医院の合計2,012

件（前連結会計年度末比242件増）となり、平成11年９月にサービスを開始して以来、19年目で加盟店件数が

2,000件にまで拡大いたしました。近年は加盟店拡大のペースが加速しており、平成25年１月の1,000件達成以降

は、わずか４年８ヶ月で2,000件に到達しています。

②調剤薬局事業

本事業に関しましては、当第２四半期連結累計期間に調剤薬局６店舗を新規出店するとともに株式取得により

３社（５店舗）を取得する一方、３店舗の閉鎖及び１店舗の事業譲渡を行いました。また、グループ会社の吸収

合併（２社）を行い、収益基盤の強化を図りました。平成29年９月30日現在の店舗数は、調剤薬局384店舗、ケア

プランセンター１ヶ所、ドラッグストア８店舗となっております。

当社グループでは、地域住民の皆様の健康を様々な面からサポートする地域薬局として、在宅医療への取り組

みやかかりつけ薬剤師・薬局としての機能の発揮等を推進しております。当第２四半期連結累計期間における業

績は、これらの取り組みを進めたこと等により既存店の処方箋枚数及び単価が順調に推移したことや新規出店及

びＭ＆Ａにより取得した店舗が業績寄与したこと等により、売上高は42,863百万円（前年同期比7.5％増）、営業

利益1,220百万円（同72.7％増）となりました。

③賃貸・設備関連事業

本事業に関しましては、不動産賃貸収入が堅調に推移したこと等により、売上高は1,086百万円（前年同期比

9.8％増）となりました。利益面につきましては、人員体制を強化したことにより労務費が増加したこと等によ

り、営業損失73百万円（前年同期は営業損失85百万円）となりました。

なお、「ウィステリア千里中央」の入居件数は、平成29年９月30日現在全82戸中27戸であり、積極的な営業活

動を行っております。

④給食事業

本事業に関しましては、契約単価の見直しや食材費の適性化を進めたこと等により、売上高は2,298百万円（前

年同期比0.7％減）、営業利益34百万円（前年同期は営業損失102百万円）となりました。

⑤その他事業

本事業に関しましては、売上高は53百万円（前年同期比31.5％減）、営業損失58百万円（前年同期は86百万円

の損失）となりました。なお、当社連結子会社であった治験施設支援業務を行う株式会社エスエムオーメディシ

スの全株式を平成29年６月21日付で譲渡しております。
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（２）財政状態に関する説明

当第２四半期連結会計期間末における総資産は57,408百万円となり、前連結会計年度末に比べ6,670百万円増加し

ました。

流動資産は16,153百万円となり、前連結会計年度末に比べ5,055百万円の増加となりました。主な要因は、現金及

び預金が増加したことによるものであります。固定資産は41,254百万円となり、前連結会計年度末に比べ1,615百万

円の増加となりました。主な要因は、土地及び建設仮勘定が増加したことによるものであります。

負債の部は47,646百万円となり、前連結会計年度末に比べ7,553百万円の増加となりました。流動負債は20,747百

万円となり、前連結会計年度末に比べ3,827百万円の増加となりました。主な要因は、短期借入金及び１年内返済予

定の長期借入金が増加したことによるものであります。固定負債は26,898百万円となり、前連結会計年度末に比べ

3,725百万円の増加となりました。主な要因は、長期借入金が増加したことによるものであります。

また、純資産の部においては、9,761百万円となり、前連結会計年度末に比べ883百万円の減少となりました。主

な要因は、連結子会社株式の追加取得に伴う資本剰余金及び非支配株主持分の減少によるものであります。

（キャッシュ・フローの状況）

当第２四半期連結累計期間における連結ベースの現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）の期末残高は、

前連結会計年度末に比べ5,303百万円増の7,539百万円となりました。当第２四半期連結累計期間におけるキャッシ

ュ・フローの状況については以下のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動によるキャッシュ・フローは、3,359百万円の収入(前年同四半期は131百万円の支出）となりました。主

な要因は、税金等調整前四半期純利益1,026百万円、減価償却費771百万円及びのれん償却額526百万円等によるもの

であります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動によるキャッシュ・フローは、2,811百万円の支出（前年同四半期は1,417百万円の支出）となりました。

主な要因は、有形固定資産の取得による支出2,017百万円及び連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による支出

752百万円によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動によるキャッシュ・フローは、4,755百万円の収入（前年同四半期は2,026百万円の収入）となりました。

主な要因は、連結の範囲の変更を伴わない子会社株式の取得による支出1,201百万円及びリース債務の返済による支

出347百万円があったものの、借入金の増加額6,467百万円によるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　本資料に記載されている業績予想につきましては、平成29年５月９日付発表「平成29年３月期決算短信〔日本基

準〕（連結）」の記載から変更はありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成29年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,252 7,556

売掛金 2,223 1,992

債権売却未収入金 723 658

調剤報酬等購入債権 408 379

商品 3,946 4,013

原材料 19 20

仕掛品 19 －

貯蔵品 69 65

繰延税金資産 491 589

その他 953 880

貸倒引当金 △10 △2

流動資産合計 11,098 16,153

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 10,144 10,035

土地 8,186 8,845

建設仮勘定 597 1,466

その他（純額） 2,317 2,304

有形固定資産合計 21,246 22,651

無形固定資産

のれん 13,184 13,367

ソフトウエア 541 479

その他 106 105

無形固定資産合計 13,833 13,952

投資その他の資産

投資有価証券 583 710

差入保証金 1,737 1,714

繰延税金資産 1,027 1,005

その他 1,242 1,252

貸倒引当金 △32 △32

投資その他の資産合計 4,559 4,650

固定資産合計 39,639 41,254

資産合計 50,737 57,408
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成29年９月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 9,144 9,305

短期借入金 456 2,890

1年内返済予定の長期借入金 2,790 3,290

未払法人税等 413 734

賞与引当金 1,145 1,242

役員賞与引当金 － 29

ポイント引当金 6 7

その他 2,963 3,247

流動負債合計 16,920 20,747

固定負債

長期借入金 18,479 22,105

繰延税金負債 1 1

役員退職慰労引当金 368 260

役員株式給付引当金 85 108

退職給付に係る負債 1,803 1,940

その他 2,433 2,482

固定負債合計 23,172 26,898

負債合計 40,092 47,646

純資産の部

株主資本

資本金 1,932 1,932

資本剰余金 1,742 998

利益剰余金 6,735 6,946

自己株式 △302 △275

株主資本合計 10,109 9,602

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 49 138

繰延ヘッジ損益 △1 1

退職給付に係る調整累計額 △26 △26

その他の包括利益累計額合計 21 112

非支配株主持分 514 46

純資産合計 10,644 9,761

負債純資産合計 50,737 57,408
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

売上高 43,401 46,552

売上原価 26,943 28,443

売上総利益 16,457 18,109

販売費及び一般管理費 15,908 16,837

営業利益 549 1,271

営業外収益

受取利息及び配当金 4 4

業務受託料 30 38

設備賃貸料 52 51

雑収入 46 45

営業外収益合計 133 139

営業外費用

支払利息 117 102

雑損失 23 34

営業外費用合計 140 137

経常利益 542 1,272

特別利益

固定資産売却益 41 2

関係会社株式売却益 － 11

その他 7 0

特別利益合計 48 13

特別損失

固定資産除却損 1 8

減損損失 32 196

店舗閉鎖損失 1 8

組織再編費用 － 47

その他 8 0

特別損失合計 43 260

税金等調整前四半期純利益 546 1,026

法人税、住民税及び事業税 456 760

法人税等調整額 8 △99

法人税等合計 464 661

四半期純利益 82 365

非支配株主に帰属する四半期純利益 16 1

親会社株主に帰属する四半期純利益 66 363
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

四半期純利益 82 365

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 0 88

繰延ヘッジ損益 △6 2

退職給付に係る調整額 1 2

その他の包括利益合計 △4 93

四半期包括利益 78 459

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 62 454

非支配株主に係る四半期包括利益 16 4
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 546 1,026

減価償却費 781 771

減損損失 32 196

のれん償却額 496 526

賞与引当金の増減額（△は減少） 83 109

役員賞与引当金の増減額（△は減少） － 29

貸倒引当金の増減額（△は減少） △1 △8

ポイント引当金の増減額（△は減少） 0 1

役員株式給付引当金の増減額（△は減少） 24 22

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 15 △38

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 114 136

受取利息及び受取配当金 △4 △4

支払利息 118 103

投資有価証券売却損益（△は益） △7 △0

関係会社株式売却損益（△は益） － △11

固定資産売却損益（△は益） △34 △2

固定資産除却損 1 8

売上債権の増減額（△は増加） △246 374

債権売却未収入金の増減額（△は増加） 160 65

調剤報酬等購入債権の増減額（△は増加） 34 29

たな卸資産の増減額（△は増加） △240 △2

仕入債務の増減額（△は減少） △856 3

未払消費税等の増減額（△は減少） 11 65

その他 428 511

小計 1,459 3,912

利息及び配当金の受取額 4 4

利息の支払額 △119 △109

法人税等の支払額 △1,474 △447

営業活動によるキャッシュ・フロー △131 3,359

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △1 △0

定期預金の払戻による収入 6 －

有形固定資産の取得による支出 △694 △2,017

有形固定資産の売却による収入 261 29

無形固定資産の取得による支出 △170 △88

投資有価証券の取得による支出 △39 －

投資有価証券の売却による収入 16 1

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得
による支出

△865 △752

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の売却
による支出

－ △31

事業譲受による支出 △53 －

事業譲渡による収入 12 25

貸付けによる支出 △16 －

貸付金の回収による収入 6 2

差入保証金の差入による支出 △43 △23

差入保証金の回収による収入 15 29

その他 148 15

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,417 △2,811
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(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △1,818 2,408

長期借入れによる収入 6,238 5,499

長期借入金の返済による支出 △1,847 △1,440

リース債務の返済による支出 △370 △347

連結の範囲の変更を伴わない子会社株式の取得
による支出

－ △1,201

配当金の支払額 △148 △148

非支配株主からの払込みによる収入 － 12

非支配株主への配当金の支払額 △27 △27

財務活動によるキャッシュ・フロー 2,026 4,755

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 477 5,303

現金及び現金同等物の期首残高 2,061 2,235

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,538 7,539
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　 該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　 該当事項はありません。

（セグメント情報等）

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日）

　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

医薬品等
ネットワー
ク事業

調剤薬局
事業

賃貸・設備
関連事業

給食
事業

その他
事業

計

売上高

外部顧客への売上高 424 39,857 725 2,315 77 43,401 － 43,401

セグメント間の内部
　売上高又は振替高

1,192 1 263 － － 1,457 △1,457 －

計 1,617 39,858 989 2,315 77 44,858 △1,457 43,401

セグメント利益
又は損失（△）

838 706 △85 △102 △86 1,270 △721 549

(注) １．セグメント利益又は損失（△）の調整額△721百万円には、セグメント間取引消去67百万円、各報告セグメ

ントに配分していない全社費用△788百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属

しない全社的一般経費であります。

２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 平成29年４月１日 至 平成29年９月30日）

　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

医薬品等
ネットワー
ク事業

調剤薬局
事業

賃貸・設備
関連事業

給食
事業

その他
事業

計

売上高

外部顧客への売上高 535 42,862 803 2,298 53 46,552 － 46,552

セグメント間の内部
　売上高又は振替高

1,193 1 283 － － 1,478 △1,478 －

計 1,728 42,863 1,086 2,298 53 48,030 △1,478 46,552

セグメント利益
又は損失（△）

934 1,220 △73 34 △58 2,057 △785 1,271

(注) １．セグメント利益又は損失（△）の調整額△785百万円には、セグメント間取引消去39百万円、各報告セグメ

ントに配分していない全社費用△825百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属

しない全社的一般経費であります。

２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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